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編 集 後 記

近 頃 天 候 不 順 が 続 き、 今 年 は 冷 害 の 心 配 もあ る と か で 気 懸 り な 夏 を 迎 え る 事 に な

りそ うで す。 も う一 っ の気懸 りな事 と して エ ネルギ ー問 題 が あ ります。 一 時 的 に緩祁 され た と

は言 え、 重 大な 事 に は変 りな く、そ の動 向が注 目され ます。43号 で は エ ネル ギ ー貯 蔵 と核融

合 に 関す る話題 が取 り上げ られ 、 この方 面 の進 展を 窺 え る もの と思い ます。 こ の他、研 究 ノー

トと して ガ ラス半導 体 の 話が あ り、物 性 物 理 の"は や り"で ある ランダ ム系 の性 質 の一 側 面 を

.見せ て いた だ いた よ うに 思い ます
。 ノ

中級 シ リー ズは ス タイキ ャス トの 使用 法 につ いて の話 で す。 これ は前号 の 接着剤 に っ いて の

ア ンケ ー、トを基 に、 低 温 で頻 繁 に使 われ 、使 用 上問 題 のあ りそ うな話 題 と して 取 り上げ ま した。

アンケ ー トはか な りの 反響 が あ り、 それ に元 気付 け られ て、 接 着の 基礎 知 識 と研究 の現 状 にっ

いて 、 素人 にわ か る解 説 記事 を計 画 いた しま した。 これ.は次号 に掲 載 の 予定で す。 記 事 にっ い

て は 専 門家 で あ る岐 阜 大 の中 尾教 授(阪 大OB、 基 礎 工非 常勤 教授)の 話 と阪 大 の人 達 との間

の質疑 応 答 の結 果を 基 礎工 の畑 田先 生が まとめ られ る予定で す。 少 々苦 しい のです が この質疑

応 答 が、 むず か しい学 問的 な 話を 分か りやす くす る事 に 多少貢 献 し、"阪 大 オ リジナル"な 点

を 出す とい う事 で編 集 委 員会 の 了承を 得て お ります。

と ころで オ ラ ンダ のカ マ.リン ・オ ンネ ス によ り始 めて4Heが 液化 され てか ら この7月 で 丁

度75年 にな ります 。 阪大 で は この50年 後 の昭 和33年 に コ リン ズ型 液 化機 の設 置 が認 め ら

れ ま した。 各年 令 層 の人 々それ ぞれ に色 々な感 慨 を持 たれ る事で しょう。(堀 、、秀信)
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